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6章情報を蓄える一情報処理と山記憶

私たちは情報の流れの中で生きている。意識するしないにかかわらず，朝起

きた瞬間から夜眠りにつくまで，次々と入ってくる情報をより分け，吟味し，

貯蔵し，あるいは貯蔵庫から引き出し，再び吟味し，貯蔵するということをや

っている。このようにさまざまな情報が頭の中を通過していしそれらの情報

を心理学における広い意味での記情という。記憶という言葉は，日常において

は心的記録を指すが，心理学的にはもっと広い意味をもつわけである。

1 貯蔵の仕方一一記憶の種類

頭の中を通過していく情報，すなわち記穏には，どのような種類があるだろ

うか。入ってくる情報がどの程度頭の中に停滞するか(保持されるか)という

点に住居すると，記↑意は次のように分類される(分類全体については図6-3参

照)。

a 感覚記憶 スパーリングは， 12個の文字が3行 4列に書かれているマト

12 
輯 11
告10
育了 9 

能号
な Ir
'空 6

数 5
(7) q 

平 3
全勾手

R B L A 

T Y 0 N 

G K R X 

リックスを被験者に50ミリ秒(1/20秒)提

示し，その直後，何を見たかを尋ねた。被

験者は 4，5 f毘は報告することができるが，

報告しているうちに，情報の大部分を忘れ

てしまうようであった。そこで，マトリッ

クスを被験者の自の前から取り去る100ミ

リ秒前，取り去った直後， 100ミリ秒後， 200

ミリ秒後等に，音によって報告させる文字

列を指示し(例えば高音なら上の列，中音

1mj  m2003004白500600 100 800必10ぬなら中央の列，低音なら下のす日)，その列だ
刺激配列の消失後，信号音が提示
されるまでの遅延時間(間伐) けを報告させるという実験を行った。もち

図6-1 感覚記憶(スノfーリング， ろん被験者は，どの文字列が指定されるか

1960) は，前もっては知らない。
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その結果，報告できる情報の数は1000ミリ秒(1秒)の聞に著しく減少する

ことが見出された(図6-1)。このことは，長くとも 1秒程度で消えてしまう情

報が存在することを示唆している。このような，ごく短時間だけ頭の中に留ま

った後すぐに消えてしまう情報を，感覚記櫨とよぶ。

感覚記壌は，当面の目的に用いられたならば，後はその場限りで忘れ去られ

てしまう。私たちは歩くとき，左側に物体(塀?)があるとか，後ろから物体

(自転車?)がくるとか，角に物体(パン屋?)があるとかいった情報を次々

に処理しているはずであるが，これらの情報は意識にものぼらないうちに忘れ

去られてしまう。このような情報は，感覚記憶である。

b 短期記憶 すべての情報は感覚記帯、として入ってくるが，上述のように，

その多くは 1秒ほどで忘れ去られてしまい，意識にまでのぼるのはごく一部で

ある。では意識にのぽった情報は，どの程度保持されるのだろうか。

ピーターソンらは， 3つの子音(例えば rKFRJ)を被験者に数秒間提示し，

その後3ケタの数字から 3ずつ逆算させるという作業をさせた。この作業は，

被験者が rKFRJを頭の中で繰り返したりすることを防ぐために行われるもの

で，例えば651から 3ずつヲiいて， 648， 645，……というような計算をさせるの

である。さて，この逆算の O秒後 3秒後， 6秒後，……， 18秒後に，提示さ

れた子音が何であったかを尋ねたところ，逆算の時間が短い聞は，被験者は提

示された子音をかなりの率で報告することができたが， 15秒もするうちに，報

告できる情報の率は急激に減ってしまった(函6-2)。この15秒間くらい保持さ

れる記憶を短期記櫨とよぶ。

例えば栄養学の講義で「タカフホウワシボウサ

ンjという名称を聞いたとしよう。口の中や頭の

中で意識的に繰り返すことをせず，特に覚えよう

という努力もしなければ~，.度聞いた限りのこの

音の列は，じきに思い出せなくなる。短期記憶と

は，いわば意識の中にある記憶であって，意識の

外に出てしまうと急速に忘却が進むのである。

1.0， 

.2 

.01 

図6-2 短期記憶(ピータ
c 長期記憶感覚記憶も短期記櫨も，情報が ーソンとピーターソ

入ってきた瞬間から忘却が始まる記穏であった。 ン， 1959) 
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両者は忘却曲線の違いにより区別されるが，忘却してしまった情報を再び取り

戻すことができないという点で，同じである。

だが「知識Jや「思い出」のように，思い出そうとすればいつでも思い出せ

る記情もある。これらはいわば貯蔵庫に貯蔵された情報であり，必要に応じて

用いることができる記憶である。このような，想起することのできる記憶を長

期記憶という。

さて，上で「知識Jや「思い出Jという言葉を挙げたがJこの 2つは心理学

的にも区別され得る記憶の形態である。一般に「思い出」とよばれる記憶は，

心理学の用語でいうエピソード記憶に含まれる。これらは特定の時刻，場所に

結び、ついた主観的な情報であり，例えば「今日，心理学の実験室で数字のリス

トを覚えさせられたjというのも，エピソード記憶の一種である。

一方，日常的に「知識」とよばれるものは，心理学の用語でいう意味記憶に

含まれる。意味記憶は一般に抽象的で，分類学的なヒエラルキーの中に位置づ

けられ，さまざまな状況で使うことができる客観的な情報である。名詞や動詞

の意味，動植物の名称や特徴，物理，化学，社会科等，学科に関する知識，さ

らに歯医者にいくとはどういうことか，レストランで食事をする手続きとはど

ういうものか等の実際的な知識，これらはすべて意味記穏である。

d 中期記憶短期記憶と長期記穏に介在するものとして，中期記憶を考え

る研究者もいる。短期記憶は意識的に覚えておこうとしなければ，忘却してし

まう記矯であった。だが特に意識しなくても， f7JJえば読んでいる本のそこまで

密 6-3 記憶の種類と関係

のあらすじゃ会話の流れのように，ぼんやり

と覚えている記憶がある。このような，意識

しているわけでもない，しかし忘れてしまっ

たわけでもないというような中間的な情報を，

中期記憶とよぶ。中期記憶を積極的に支持す

る実証的研究は十分ではないが，中間的な記

憶を仮説的に考えることは，記憶研究をスム

ーズに進めていくうえで，意義がある。
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2 情報処理の流れ一一諸記憶の関係

1節では，さまざまな種類の記情があることを示した。では，これらの記檀

の関係はどのようなものだろうか(図6-3参照)。

a 感覚記憶と長期記憶 外から入ってくる情報は，光の列であったり，波の

疎密であったりする。知らない外国語は意味をなさない物理的な刺激である。

これらの刺激が意味をもつためには，そのような刺激に意味を与える知識が必

要である。

感覚記'憶に入ってくる情報は，例えば視覚の場合，図形的なパターンである

が，長期記憶の影響を受けて意味が付与される。人はりンゴがどのようなもの

であるかを知っているからこそ，その特徴を備えた物体をリンゴとして認識で

きるのであり，また，ある文字ノfターンに対応する単語があることを知ってい

るからこそ，その文字パターンを単語として認知することができるのである。

このように，長期記憶が感覚記憶に働きかけることにより，情報に意味が付与

される。これはパターン認識の一種である。

g 感覚記憶から短期記憶へ 感覚記憶のほとんどはすぐに消えてしまうが，

その一部分は，短期記憶としてよりよく吟味されることになる。

さまざまな情報のうちどのような情報が短期記憶になるのかについては，ま

だはっきりとは分かつていない。だが，それまでの情報処理の履歴が影響を及

ぽすこと(文脈効果:例えば f日本人はブランド志向であるJという話を間い

たばかりの人は，人が身につけているブランド品にばかり目が行ってしまうか

もしれない。特定の情報が心を占めていると，それに関する情報が積極的に入

ってくるのである)，あるいは，自分にとって重要なことがらは，選択的に取り

入れられること(カクテノレパーティ現象:カクテルパーティのような雑踏の中

でも，自分の名前がよばhnば気がつく)などが知られている。心を占めてい
ることがら，常に重要なことがらは，中期記矯の情報とみなすことができる。

何が短期記憶となるかには，中期記憶の内容がかかわっているといえよう。

c 短期記憶から中期記憶へ 短期記穏に入ってきた情報は，中期記憶へと送

られていく。意味的に関連のある情報は，そうでない情報よりも，まとまりあ

る中期記憶を形成しやすい(例えば「夜ふかし，ねぽう，居眠り，あくび、，……」
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は，円iっ越し，野球，選挙，リンゴ……」よりも， r眠りjに関する情報とい
った，まとまりある中期記憶を形成しやすい)。また時間的に近接して与えられ

た情報は，間によけいな情報が入りこむことが少ないので，まとまりある中期

記憶を形成しやすい。

d 短期・中期記憶から長期記憶へ 短期記櫨と中期記憶は，いわば意識されて

いる情報とその背景に関する情報であり，現在進行しつつある情報処理そのも

のである。これらの情報はその時点では鮮明であるが，時間とともに忘却され

てしまう。では，どうすれば情報は長期記憶となるのだろうか。

情報を長期の保持に耐えるようにするということは，情報を，長時間経った

後でもうまく貯蔵庫の中から見つけ出す(検索する)ことができるようにする

ということである。図書館で本を捜す場合，書名別，著者名別，分類番号別，

というように多くの検索手段がある方が，目的の本は見つけやすい。記憶、情報

についても同様である。将来思い出す必要のある情報そのものだけでなく，そ

れと共にさまざまな情報が保持されていれば，それらの情報を頼りに，検索を

f子うことカまできる。

一般に私たちは，ある情報を「覚えるJために，繰り返すということをする。

だが，例えば「タカフホウワシボウサンjを覚えるために，タカフホウワシボ

ウサンタカフホウワシボウサン……と単純に繰り返すというのでは，情報はう

ぷく定着しない。繰り返している間，情報は短期記憶の中に保持されているか

もしれないが，長期記憶として保持されるようにはならないだろう。単純に繰

り返すだけでは，検索のための手がかりを作ることにならないからである。

単純に繰り返すだけでなく，覚えるべき情報を有意味化したり(すなわち意

味による検索に備えて，タカフホウワシボウサンを多価不飽和脂肪酸と意味化

する)，イメージ化したり(イメージによる検索に備えて，黒板の図を一緒に覚

える)，関連あることがらと結びつける(関連ある事項による検索に備えて，飽

和脂肪酸と関連づける)ことにより，その情報の印象を強くすることができる。

このように吟味し，精撤化された情報は，より保持される可能性の高い記憶に

なるだろう。単に繰り返すだけの行為を維持リハーサル，吟味しつつ行う繰り

返しを精撒化リハーサルという。
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3 思い出したり，忘れたり一一記憶の想起・忘却・変容

I節 2節では，主に情報の処理あるいは保持という側面から，記櫨の種類

とその関係について述べてきた。ここでは情報の再利用にかかわる側面につい

て述べる。

a 想起想起とは，思い出そうとするときに与えられる情報(手がかり情

報)を頼りに，長期記穏として保持されている情報(記情痕跡)を見つけ出し，

意識内にもってくる(短期記憶とする)ことである。想起のよしあしは，した

がって，記憶痕跡と手がかり情報の強さによって決まる。記憶痕跡が弱くても，

手がかり情報が強ければ想起は可能である。反対に記憶痕跡が強くても，手が

かり情報が弱ければ想起は難しい。

記憶痕跡の強さは，学習頻度や思い出す頻度，あるいは他の記憶との関係に

よって決まる。繰り返し学習した情報，何度も思い出したことのある情報，他

の記憶と密接にかかわっている情報などは強い記檀痕跡といえる。手がかりf

報の強さが同じであるならば，記犠痕跡が強いほど想起は成功しやすい。

手がかり情報の強さは，その情報が想起の対象となる記憶痕跡にどの程度か

かわっているかによって決まる。 1週間

前の今日，どんな洋服を着ていたかを思

い出そうとする場合には，その日の天気

とか，その日どこに千子ったかといった，

着ていた服と関係ありそうな情報が役に

y 

z
 

手
が
か
り
情
報

記憶痕跡

立つ。着ていた洋服と関係のない情報(そ

の日の新聞の第I面など?)は，弱い手

がかりにしかならない。記憶痕跡が同じ

X 

記憶感の筒値を越えると，見たことがある， であるならば，手がかり情報が強いほど
聞いたことがあるといった覚えているという
感覚をもつことができる。また命名の関値を想起は成功しやすい。
越えると，何を見たのか，何を問いたのか，
その内容を想起することができる。どの関健 タルヴィングは，想起における記櫨痕
を越えられるのかは，記憶痕跡と手がかり情
報の量によって決まる。 跡と手がかり情報の関係を図 6-4のよう

図6-4 手がかり情報と記憶痕跡に に表している。

関するタルヴィングの仮説 b 再生と再認与えられる手がかり
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の違いにより，想起の様式にはいくつかの区別がなされる。

「さっき覚えた単語を思い出しなさいjという教示によって想起する場合，

これを再生とよぶ。この場合，手がかりは「思い出しなさいjという教示だけ

である。再生の一形態として，rタカーホーワ一一一一一jのように，ヒントが
与えられた上で下線部の再生を求められる場合もあるが，これは手がかり再生

と言う。

一方，手がかりとして「タカフホウワシボウサンjというヒントが与えられ，

「この単語を見たかどうか判断しなさいjという教示で想起が行われる場合，

これを再認とよぶ。被験者は，自分の記憶の中に「タカフホウワシボウサンj

という単語があるかどうかを判断すればよい。

一般に再生と再認では，再認の方が容易であるとされる。再認では提示され

た情報が実際にあったか否かを判断すればよいだけであるが，再生では，想起

すべき情報そのものを思い出さねばならないからである。

だが状況によっては，再認の方が難しい場合もある。例えば「汽車，石炭，

黒，……」といった仕方で記矯した「黒jは， r汽車，石炭， _Jといった手が
かり再生での方が， r赤，白，黒」における再認でよりも想起されやすいという
ことがある。これは，記憶痕跡「黒jが，赤，白， といった色名としてではな

く，汽車や石炭の黒として精激化され，保持されているからである。再生と再

認の難易度は，記1意痕跡と手がかり情報の一致の度合に左右される。

c 忘却記憶痕跡がうまく見つからないとき，忘却が生じたという。忘却

は，記犠痕跡や手がかり情報が弱い場合や，上述した「黒」の再認の失敗のよ

うに，記憶痕跡と手がかり情報がうまく一致しない場合に生じる。だが，それ

だけではない。長時間保持されている間に記憶痕跡そのものが変化してしまっ

て，いくら適切な手がかりが与えられでも，もはやもとの記憶痕跡が見つけだ

せなかったり，またどうにか思い出せても，以前とは随分違った情報が取り出

されてしまうということがあるが，このような記憶の変容も，一種の忘却であ

る。

d 記憶の変容記憶の変容は，前に覚えた情報と後で覚えた情報とが入り交

じってしまったり(干渉)，弱い構報がより強い記帯、痕跡の影響を受けたりする

こと(ラベル(=名称〕の効果，ステレオタイプな知識の影響)により生じる。
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干渉は，内容が類似した複数のことがらが，時間的に近接して学習された場

合に起こりやすい。例えばキンチュらは，r車，自動車，乗りもの，……jとい
った意味的に関連する単語のリストの方が，無関連な単語のリストよりも想起

しにくいことを示している。

ラベルの効果やステレオタイプな知識の影響は，非言語的な情報，あいまい

な情報に対して生じやすい。

例えばロフタスらは 2つの被験者グループに運転教習用フィルムの自動車

衝突場面を見せた。そして第1のグループには「衝突した時，車はどのくらい

スピードを出していたと思うかJと問い，第2のグループには「ぶつかった時，

車はどのくらいスピードを出していたと思うかJと問うた。 1週間後，フィル

ムに関する他の問いと共に「ガラスの破片を見たかどうかJを問うと，第1の

グループでは，第2のグループに比べ， rはいjの反応が有意に高かった。第1
のグループでは，フィルムの場面という非言語的な記憶痕跡が， r激突した」と
いう言語情報により変容したと考えられる。

同様』ζカーマイケルらは，あいまいな非言語的情報の記憶に及ぽすラベルの

効果を示している(函 6-5)。

志却や記憶の変容は，正確さという点では問題である。だが忘却や変容のお

かげで，私たちは個々の特殊例に捉われずに全体を効率良く把握したり，また，

矛盾や葛藤にいつまでも悩まずにすむのである。これは人間の記憶の特徴であ

り，重要な側面である。

桂験者に提示され ラベル・ 'JAトAを与えられた ラベル・リストBを与えられた
た盟都 植験者が再現した箇酔 世験者が再現した図形

10。めがね OD アレイ 。=0
zX 九砂時計E テーブルズ

3勺 7 7 
ほう4き多4f 4 T回目戸 鉄砲ε=

図6-5 あいまいな図形の記憶における言語ラベル

の効果(カーマイケルら， 1932) 
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4 情報の貯蔵と活用ーベ脅報処理モデル

以上，記濯を情報処理全体の枠組の中で捉え，その種類，関係，想起につい

て述べてきた。このような記憶の捉え方は，記1意をどのようにモデル化するか

ということと密接にかかわっている。現在，記憶を情報処理という視点で捉え

ようとするモデルには，大きく 2つの流れがある。

a 流れ図型モデル 箱型モデノレともよばれるこの型のモデ、Jレは，コンビュー

タ・メディアの影響を受けて，比較的初期に作られたものである(図6-6左)9 

このモデルでは，感覚記憶，短期記憶といった諸記博が，対応する貯蔵庫に見

立てられており，新しく入ってきた情報がどのような処理を受けながら各貯蔵

庫に転送されていくかに焦点、が当てられている。この型のモデルは，各処理段

階や情報の転送のメカニズムの解明に大きく貢献した。

b 内部表現型モデル 一方知識構造の単位を表わすスキーマ，スクリプトと

いった概念を用いたモデノレがある(圏6-6右)。これらは流れ闘型モデノレよりも

後に提出されたもので，処理の段階よりもむしろ情報処理に長期記憶がどの

ようにかかわっているかに注自している。この型のモデルは，長期記情、として

どのような情報が保持されているか，そしてそれらはどのように用いられるか

の研究を促bた。これら 2つの型のモデルは，情報処理のどこに焦点、を当てて

いるかによって形態は異なる。だが，記』憶を単なる心的記録としてではなく，

情報処理全体の枠組みで捉えようとしている点は同じである。情報がどのよう

に処理され，保持され，利用されるかを全体的な視野で捉えようとするとき，

私たちは心のメカニズムをより明確な形で見ることができるだろう。

維持リハーサル

図6-6 流れ函型モデル(左)と内部表現型モデル(右) (ノーマンと

ボブロウ， 1975) 
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トピックス E

文脈と記憶

新しく情報が入ってきたとき，その

時点で存夜する，それまでの情報処理

の履歴を文脈とよぶ。文脈は中期記憶

に含まれる情報であり，新しく入って

きた情報の意味解釈に影響を及ぽす。

例えばX氏からY氏に送られた「セ
イサクニハゲメjという叱った激励の

電報を，あなたはどのように解釈する

だろうか。 Y氏が彫刻家であることを
知っていれば(これは，この電報文を

読む擦の文脈となる)，あなたはセイサ

クを制作と解釈し，政策とは解釈しな

いだ、ろう。

新しく入ってきた情報(電報文)は

その時点での文脈(彫刻家)に即して

解釈され，文脈とともに保持されるこ

とになる。

このため，文脈は後の想起にも影響

を及ぽす。

1週間たったところで，あなたに電

報の内容は何だったか，聞いたとしよ

う。このとき， ry氏は政界に関係して
いる」というヒント(政界に関係して

いる彫刻家だっているから，ウソとは

言えない)が与えられる場合と， ry氏
は個展を開いているJというヒントが
与えられる場合とでは，後者の方が「セ

イサクニハゲメjを思い出す率が高い。

個展という手がかりは彫刻家という文

脈の想起に役立ち，目標の電報文の想、

起を促すからである。想起のヒント(手

がかり情報)には，記憶したときの文

脈と重なる情報を与えるのが有効なの

である。

ところで，記憶したときの文脈と重

なるのは，このような意味的な情報だ

けではない。記憶したときの部屋の様

子や実験者の様子，はたまた気分など

も関わっていることが知られている。

例えばパッドレーらは，ダイパーた

ちの協力を得て極端な実験を行ってい

る。海中で記憶した単語リストは，陸

の上で想起するよりも，海中において

想起する方がよく思い出せる(同様に

陸の上で記憶したリストは，海中でよ

りも陸の上でよりよく思い出せる)と

いうことを示したのである。環境に関

する情報，いわば環境文脈も，想起の

対象となる情報ともに保持され，想起

のときに役立つといえよう。

テストに備えて覚える事柄は，将来

それを想起する場所(すなわちテスト

が行われる部屋)で記憶するのが効果

的である。またテストの当日には，記

憶したときと同じ鉛筆，消しコ+ム，筆箱

をもち，記憶したときに着ていた服を

着，記憶した日と同じ気分(朝，親と口

げんかをするとか?)になって行けば，

良い成績が取れる…ーだろうか?


